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論文審査の結果の要旨 
現在、高齢者の増加に伴いがんの罹患者も増え、特に後期高齢者においては消化器がんに罹患する者の増

加が著しい現状がある。手術等における安全の向上から、75歳以上の後期高齢者においても手術が治療の第

一選択となっている。しかし、諸機能の低下、肺炎やせん妄など術後合併症による入院期間の延長や退院後

の食事や排泄等の変化は、日常生活を一変させるため、急性期病院の決められた入院期間の中で、いかに退

院後の日常生活を見据えたケアができるかは、高齢社会の進展の中で重要なテーマであると評価された。 

本研究は、東京都内の 2 つの急性期病院において、消化器外科系病棟の看護師 19 名と後期高齢者 2名へ

の参加観察法とインフォーマルインタビュー、Covid-19の流行後は、フォーマルインタビューを中心にデー

タ収集が行われた。研究者と研究参加者の双方の主観性や価値を理解し、解釈しながら看護実践を記述して

いく Charmaz による社会構成主義グラウンデッドセオリー法を用いて分析し、8 つのカテゴリーと 23 のサ

ブカテゴリ―が明らかになった。消化器がん術後の後期高齢者への退院後の日常生活を見据えた看護実践は、

消化器がんの切除によって生じた身体的変化とその日常生活への影響を踏まえて、新たな変化を組み込みな

がら、経時的に変化する関わりが特徴的であった。手術による侵襲や既往などの影響を医学モデルから考慮

しつつ、後期高齢者に特徴的な身体・精神・認知機能の低下など、複雑に様々な要因が絡み合う中で、退院

後の日常生活と高齢者の主体性も常に意識しながら、総体的に判断し、継続的・連続的なケアとして記述さ

れた。すなわち、研究参加者である看護師は後期高齢者に対する一般的な知識、認識、イメージがある中で、

後期高齢者のこれまでの日常生活をもとに、高齢者ができていた部分は継続して維持し、手術による食事や

排泄等への変化はその生活に組み込むことで、新たな退院後の日常生活を高齢者やその家族とともに創り出

そうとする過程が具体的に描かれていた。 

これまで地域包括ケア、つまり在宅と急性期という 2つの極をもつシステムとして考え、それをいかにつ

なぐかという視点で議論されることは多かったが、本研究結果では、急性期医療モデルの中に日常生活モデ

ルを取り込みながらケアしている実状と看護師の実践が思考や判断とともに詳細に示されている点が、この

研究の新規性であると評価された。 

審査の結果、本論文は本学の審査基準を満たしていると判断し、博士（看護学）の学位論文として「合格」

と判定した。 


